
 

 

令和７年 10月 14日 

 

鈴鹿市長 末松 則子 様 

 

鈴鹿市公の施設の指定管理者選定委員会

会 長  齊 藤  由 里 恵 

 

公の施設の指定管理者の候補者の選定について（答申） 

 

 令和７年４月 11 日付け鈴総政第 29 号にて諮問された公の施設の指定管理者

の候補者の選定について、本委員会で審議した結果、下記のとおり、公の施設の

指定管理者の候補者を選定し、委員会としての意見を集約しましたので答申し

ます。 

  

記 

 

１ 指定管理者の候補者 

（１）名称 

    株式会社穴吹ハウジングサービス 

（２）所在地    

    香川県高松市紺屋町３番地６ 

（３）代表者 

    代表取締役社長 新宮 章弘 

（４）審査結果 

  ア 申請者 

  ３団体 

  イ 評価基準に基づく採点結果 

 

 

 

 

  



 

 

 

  



２ 選定理由 

本施設は、住まいの確保に困窮する低所得者等や居住水準及び住環境の向

上を図る必要がある地域の住民に対し住居を提供し、健康で文化的な生活を

支援することを目的として設置された施設である。 

現在、入居管理業務は鈴鹿市が行っているが、施設の保守点検、修繕等の

業務は民間事業者に委託していることから、対応窓口が分離し非効率である

こと、施設の老朽化に伴う維持管理費の増加、稼働率及び家賃収納率の低下、

入居相談への対応等について課題が挙げられている。 

指定管理者候補者の選定に当たっては、これらの課題解決を図るための運

営目標を設け、より質の高いサービスを利用者に提供するとともに、管理経

費等を縮減し、本施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成できるかどうか

を重視し、評価基準を設定している。 

公募の結果、３団体から申請があり、審査の結果、いずれの団体において

も要求水準を満たした提案であったが、株式会社穴吹ハウジングサービスの

提案は、充実した職員体制により、外国語通訳者の常駐や高齢者・障がい者

への寄り添った取組など、入居者が安心できる管理運営が見込めるとともに、

市内における雇用創出や市内業者の活用など、地域経済の活性化が期待でき

る提案であった。 

また、賃貸・分譲マンション管理等の実績により培われたノウハウを生か

し、安定的な施設の維持管理が期待できることから、評価結果は、３団体の

中で最も高い得点となったため、同団体を指定管理者の候補者として選定し

た。 

 

３ 付帯意見 

 〇 施設の管理について、市の直営から指定管理者に変更になることから、綿

密な情報共有を図り、共通認識を持った上で、適切に業務の引継ぎを行う

とともに、現在のサービスの質を落とすことなくスムーズに管理が開始

できるよう努められたい。 

 〇 候補者について、公営住宅の管理実績を十分に要しているが、鈴鹿市の特

徴に即した適切な管理運営が行われるように、緊密な連携を図られたい。 

 〇 高齢者世帯に向けた見守りサービス等の新たな取組については、ニーズ

を踏まえた上で、順次取り組まれたい。 

 〇 市民サービスをより充実させ、適切な管理が行えるよう、人材確保に力を

入れられたい。 

 〇 修繕等について、管理戸数が多く、夜間や休日にも相談が寄せられるため、

早急な対応が行えるよう修繕計画を立てて対応されたい。 



 〇 家賃の収納について、これまでの管理実績で得たノウハウを生かして、

様々な手法を用いながら収納率の向上に努められたい。  


